
守屋多々志作「二河白道」

大垣市民の誓い

私たちは 水を生かし

緑を広げ 安全に努め

心を育て 助け合います
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第
２
回
市
議
会
定
例
会
を
６

月
４
日
か
ら　

日
ま
で
の
日
程

１５

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
日
に
は
大
垣
市
教
育
委
員

会
委
員
の
任
命
、
人
権
擁
護
委

員
候
補
者
の
推
薦
の
２
議
案
を

先
議
し
、
市
長
か
ら
平
成　

年
２４

度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
９

議
案
に
つ
い
て
提
案
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　
　

日
に
は　

名
の
議
員
が
一

１１

１０

般
質
問
を
行
い
、　

日
か
ら　

１３

１４

日
に
は
各
委
員
会
に
お
い
て
付

託
議
案
の
審
査
を
慎
重
に
行
い

ま
し
た
。

　
　

日
に
は
、
市
長
提
出
議
案

１５
９
議
案
と
議
員
提
出
議
案
の

「
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
動
に

お
け
る
安
全
性
の
確
保
を
求
め

る
意
見
書
」、「
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
に
向
け
た

環
境
整
備
を
求
め
る
意
見
書
」

２
議
案
を
可
決
し
、
閉
会
し
ま

し
た
。 

①
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第
２
回
市
議
会
定
例
会

定 例 会 日 程定 例 会 日 程
６月４日　本会議（提案説明）

１１日　本会議（一般質問）

１３日　建設環境委員会　経済産業委員会

１４日　文教厚生委員会　企画総務委員会

１５日　本会議
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可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

補
正
予
算

◇
太
鼓
の
演
奏
や
指
導
を
通
し
て
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
市
民
団
体
の
太
鼓
購
入
等
に
つ
い
て
、
財
団
法
人
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
の
助
成
事
業
採
択
に
伴
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

補
助
金
５
０
０
万
円
を
計
上
。

◇
国
の
補
助
採
択
に
伴
い
、
美
濃
路
大
垣
宿
本
陣
跡
に
建
つ
旧
竹

島
会
館
を
改
修
す
る
と
と
も
に
、
美
濃
路
街
道
を
整
備
す
る
こ

と
に
よ
り
、
奥
の
細
道
む
す
び
の
地
記
念
館
か
ら
中
心
市
街
地

へ
の
回
遊
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
ま
ち
な
か
歴
史
回
廊
整
備

事
業
費
４
０
０
０
万
円
を
計
上
。

◇
大
垣
駅
北
口
広
場
が
９
月
に
完
成
す
る
こ
と
に
伴
い
、
光
熱
水

費
や
清
掃
委
託
料
等
の
管
理
経
費
５
３
０
万
円
を
計
上
。

◇
県
の
補
助
採
択
に
伴
い
、「
ぎ
ふ
清
流
大
会
」の
卓
球
競
技
会
場
と

な
る
総
合
体
育
館
の
一
層
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
実
施
し
、
障
が

い
の
あ
る
方
が
安
全
か
つ
安
心
し
て
競
技
に
参
加
し
て
い
た
だ
く

た
め
、体
育
施
設
国
体
関
連
整
備
事
業
費
２
１
０
万
円
を
計
上
。

　
条
例

◇
大
垣
市
駅
前
広
場
等
管
理
条
例
の
制
定

大
垣
駅
北
口
広
場
の
完
成
に
合
わ
せ
、
駅
南
北
の
広
場
と
タ
ク

シ
ー
プ
ー
ル
を
一
体
的
に
管
理
す
る
た
め
、
必
要
な
事
項
を
定

め
る
も
の
。

　
意
見
書
（
文
面
を
４
面
に
掲
載
）

◇
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
動
に
お
け
る
安
全
性
の
確
保
を
求
め
る

意
見
書

◇
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
に
向
け
た
環
境
整
備
を
求

め
る
意
見
書

　
人
事
案
件

◇
大
垣
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

堀　

哲
也
氏
（
河
間
町
４
）

◇
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

木
曽
義
尚
氏
（
丸
の
内
２
）

野
村
昭
子
氏
（
上
笠
１
）

高
橋
和
子
氏
（
稲
葉
東
１
）

河
合
早 

氏
（
笠
縫
町
）

福
田
榮
一
郎
氏
（
竹
島
町
）

水都まつり（ぎふ清流国体・ぎふ清流大会まもなく開催）
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質
問：

市
税
・
国
民
健
康
保
険

料
・
保
育
料
・
市
営
住
宅
家
賃
・

上
下
水
道
料
金
・
市
民
病
院
の

診
療
費
な
ど
市
の
債
権
を
一
元

管
理
し
、
徴
収
率
の
向
上
や
滞

納
額
の
縮
減
を
図
っ
て
は
。
ま

た
、
公
共
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
の

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
（
命
名

権
）、
市
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
広
告
枠
の
拡
大
、
公
共
施

設
へ
の
自
動
販
売
機
設
置
の
公

募
な
ど
、
自
主
財
源
を
増
や
す

努
力
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁：

債
権
の
一
元
管
理
に
つ

い
て
は
、
適
用
法
令
に
よ
り
公

債
権
と
私
債
権
が
あ
り
、
強
制

徴
収
で
き
る
も
の
と
で
き
な
い

も
の
に
分
類
さ
れ
、
そ
の
管
理

方
法
も
異
な
っ
て
い
る
。

　

債
権
回
収
対
策
室
で
は
、
市

税
の
ほ
か
、
強
制
徴
収
で
き
る

公
債
権
で
あ
る
国
民
健
康
保
険

料
、
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
移

管
を
受
け
、
徴
収
困
難
な
過
年

度
滞
納
事
案
を
対
象
に
滞
納
処

分
を
行
っ
て
お
り
、
債
権
担
当

課
で
組
織
す
る
市
税
等
徴
収
推

進
委
員
会
に
お
い
て
、
収
納
率

の
向
上
と
徴
収
強
化
を
図
る
た

め
の
対
策
、
研
究
、
情
報
収
集

財
源
の
確
保
に
つ
い
て

等
を
行
っ
て
い
る
。

　

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
導
入

に
つ
い
て
は
、
短
期
間
で
施
設

名
が
変
わ
る
可
能
性
や
、
大
都

市
圏
以
外
の
地
域
で
は
ス
ポ
ン

サ
ー
企
業
の
確
保
が
困
難
等
の

課
題
も
あ
り
、
現
状
で
は
難
し

い
と
考
え
て
い
る
。

　

広
告
収
入
に
つ
い
て
は
、
毎

月
２
回
発
行
す
る
広
報
紙
の
広

告
を
計
８
枠
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
広
告
を　

枠
に
拡
大
し
て
収

２０

入
増
に
努
め
、　

年
度
の
実
績

２３

で
は
、
約
４
５
０
万
円
の
収
入

を
確
保
し
て
い
る
。

　

自
動
販
売
機
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
施
設
の
用
途
等
を
妨
げ

な
い
限
度
に
お
い
て
目
的
外
使

用
許
可
を
行
っ
て
お
り
、
公
募

に
よ
る
設
置
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
研
究
課
題
と
す
る
。

 
質
問：

本
市
で
は
各
小
学
校
で

学
童
保
育
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
本
来
国
で
は
地
域
の
参
画

を
得
て
公
民
館
や
児
童
館
で
実

施
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。
利

用
者
数
も
増
加
の
一
途
で
、
支

援
員
や
場
所
の
確
保
も
大
変
で

あ
る
。
民
間
で
の
実
施
例
や
老

人
福
祉
施
設
で
の
例
を
参
考

に
、
地
域
の
子
は
地
域
で
育
て

る
と
い
う
理
念
に
基
づ
い
た
取

り
組
み
を
さ
れ
た
い
。

答
弁：

留
守
家
庭
児
童
教
室

は
、
各
小
学
校
の
空
き
教
室
を

利
用
し
、
４
年
生
ま
で
の
児
童

留
守
家
庭
児
童
教
室
の

あ
り
方
に
つ
い
て

を
受
け
入
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
に
よ
り
、
読
み
聞
か
せ
な

ど
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

が
、
今
後
も
地
域
住
民
の
ご
協

力
の
も
と
、
学
習
や
ス
ポ
ー

ツ
、
文
化
な
ど
の
活
動
を
広

げ
、
子
ど
も
た
ち
が
充
実
し
た

生
活
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

く
。

　

ま
た
、
市
内
に
は
民
間
の
留

守
家
庭
児
童
教
室
と
し
て
、
ど

ろ
ん
こ
子
ど
も
ク
ラ
ブ
と
多
良

第
二
保
育
園
の
２
つ
の
施
設
が

開
設
さ
れ
て
お
り
、
地
域
の
子

を
地
域
で
守
り
育
て
る
こ
と

は
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
心

や
社
会
性
を
育
む
と
と
も
に
、

地
域
の
絆
を
強
め
る
た
め
に
も

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど

も
を
育
む
環
境
と
仕
組
み
に
つ

い
て
、
総
合
的
に
研
究
し
て
い

く
。

  
質
問：

食
物
や
薬
物
、
ハ
チ
の

留守家庭児童教室ア
レ
ル
ギ
ー
患
者
の
命
綱

「
エ
ピ
ペ
ン
」
に
つ
い
て

毒
な
ど
に
よ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
症

状
の
中
で
、
重
篤
な
反
応
を
起

こ
し
、
急
激
に
悪
化
す
る
病
状

が
あ
る
。
患
者
が
病
院
に
駆
け

つ
け
る
前
に
使
う
自
己
注
射
の

「
エ
ピ
ペ
ン
」
が
昨
年
保
険
適

用
に
な
っ
た
が
、
市
民
へ
の
周

知
の
状
況
は
。
ま
た
、
学
校
に

お
け
る
児
童
生
徒
の
ア
レ
ル

ギ
ー
情
報
の
掌
握
と
緊
急
時
の

備
え
を
求
め
る
。

答
弁：

ア
ド
レ
ナ
リ
ン
自
己
注

射
薬
「
エ
ピ
ペ
ン
」
は
、
平
成

　

年
９
月
に
保
険
適
用
さ
れ
、

２３重
症
の
急
性
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応

を
短
時
間
に
緩
和
で
き
る
応
急

処
置
薬
で
あ
る
。
ハ
チ
の
毒
、

食
物
、
薬
物
等
で
、
過
去
に
激

し
い
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
経
験

し
た
こ
と
の
あ
る
人
が
、
再
度

シ
ョ
ッ
ク
状
態
に
陥
ら
な
い
よ

う
自
己
注
射
す
る
た
め
携
帯
す

る
も
の
で
、
多
く
の
人
々
が
こ

の
薬
剤
に
関
す
る
知
識
を
持
つ

こ
と
に
よ
り
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。
今
後
、
ア
レ
ル
ギ
ー

の
危
険
性
や
「
エ
ピ
ペ
ン
」
に

つ
い
て
、
広
報
お
お
が
き
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
し
て

周
知
に
努
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
小
中
学
校
で
は
、
国

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
ア

レ
ル
ギ
ー
疾
患
用
の
学
校
生
活

管
理
指
導
表
を
活
用
し
、
学
校

生
活
に
お
い
て
特
に
配
慮
や
管

理
が
必
要
な
児
童
生
徒
に
対
し

て
、
学
校
と
保
護
者
の
間
で
正

し
い
知
識
に
基
づ
い
た
意
思
疎

通
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
教

職
員
間
で
そ
の
情
報
を
共
有

し
、
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

す
る
な
ど
、
緊
急
時
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
今
後

も
、
教
職
員
に
対
し
、
エ
ピ
ペ

ン
の
使
用
に
つ
い
て
の
研
修
会

等
を
実
施
す
る
な
ど
、
正
し
い

知
識
と
使
用
方
法
の
周
知
を
図

り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
子
ど

も
た
ち
が
、
学
校
生
活
を
安
全

で
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
。

  
質
問：

処
理
場
跡
地
の
場
所
は

　

年
ほ
ど
前
に
造
成
さ
れ
た
住

４０宅
地
で
あ
り
、
緑
に
恵
ま
れ
、

上
下
水
道
・
道
路
・
水
路
・
公
園
・

集
会
所
な
ど
も
整
備
さ
れ
、
と

て
も
よ
い
環
境
で
あ
る
。
地
元

住
民
の
希
望
を
取
り
入
れ
て
、

住
環
境
に
合
っ
た
形
で
有
効
利

用
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁：

大
垣
市
稲
葉
団
地
処
理

場
は
、
処
理
場
本
来
の
役
割
を

終
え
、
今
年
度
解
体
工
事
を
予

定
し
て
お
り
、
処
理
場
の
跡
地

エピペン大
垣
市
稲
葉
団
地
処
理
場
の

跡
地
利
用
に
つ
い
て

の
利
用
計
画
は
現
在
の
と
こ
ろ

未
定
で
あ
る
。

　

今
後
の
利
用
計
画
に
つ
い
て

は
、
地
元
の
意
向
も
含
め
検
討

し
て
い
く
。

 
質
問：

大
型
野
生
獣
、
と
り
わ

け
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
被
害
が
、
農

業
だ
け
で
な
く
、
生
活
・
交
通
・

サ
ー
ビ
ス
産
業
な
ど
で
急
速
に

拡
大
し
て
い
る
。
ニ
ホ
ン
ジ
カ

は
今
や
河
川
の
繁
み
で
倍
増
、

倍
々
増
し
て
お
り
、
個
人
等
で

対
応
で
き
る
域
を
超
え
て
い

る
。
市
が
率
先
し
て
、
獣
害
対

策
と
し
て
河
川
内
繁
茂
草
竹
木

除
去
の
推
進
を
図
ら
れ
た
い
。

本
市
の
方
針
を
お
伺
い
す
る
。

答
弁：

近
年
、
中
山
間
地
域
を

中
心
と
し
て
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、

イ
ノ
シ
シ
、
サ
ル
等
に
よ
る
被

害
は
増
加
し
、
農
作
物
だ
け
で

な
く
人
や
物
へ
の
危
害
、
家
屋

の
汚
損
な
ど
、
多
方
面
へ
と
広

が
っ
て
い
る
。

　

鳥
獣
害
対
策
は
、
有
害
鳥
獣

の
捕
獲
、
防
護
柵
の
設
置
、
集

落
の
環
境
整
備
と
い
う
３
つ
の

対
策
を
総
合
的
に
組
み
合
わ
る

こ
と
に
よ
り
効
果
が
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。
本
市
で
は
、
有

害
鳥
獣
捕
獲
隊
に
よ
る
捕
獲
を

は
じ
め
、
各
農
家
へ
の
電
気
柵

や
防
護
ネ
ッ
ト
等
の
設
置
に
対

す
る
助
成
、
鳥
獣
害
対
策
講
演

会
や
先
進
地
視
察
研
修
の
実
施

市
が
率
先
し
て
行
う
獣
害
対

策
と
し
て
河
川
内
繁
茂
草
竹

木
除
去
の
推
進
を

一一
般般
質質
問問

一
般
質
問

一
般
質
問

６
月　

日
に

１１

一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

②
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な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

本
年
度
は
、
地
域
ぐ
る
み
で

広
範
囲
に
防
護
柵
を
設
置
す
る

獣
害
対
策
モ
デ
ル
事
業
を
牧
田

地
区
及
び
時
地
区
に
お
い
て
新

た
に
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

河
川
内
に
繁
茂
す
る
草
竹
木
の

除
去
に
つ
い
て
は
、
河
川
管
理

者
で
あ
る
国
、
県
へ
要
望
す
る

と
と
も
に
、
有
害
鳥
獣
の
繁
殖

抑
制
に
効
果
が
あ
る
か
検
証

し
、
地
域
住
民
、
関
係
機
関
と

連
携
し
、
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

  
質
問：

建
築
後　

年
を
迎
え
、

５０

老
朽
化
が
進
ん
だ
市
内
の
公
共

イ
ン
フ
ラ
を
効
率
よ
く
管
理

し
、
維
持
・
補
修
す
る
長
寿
命

化
へ
の
取
り
組
み
を
早
急
に
求

め
る
。
ま
た
、
経
済
の
活
性
化

や
雇
用
の
創
出
と
と
も
に
、
防

災
・
減
災
対
策
と
し
て
大
地
震

に
備
え
た
社
会
基
盤
の
再
構
築

を
集
中
的
に
行
う
こ
と
を
強
く

提
言
す
る
。

河川内繁茂草竹木の状況大
地
震
に
備
え
た
社
会
基
盤

の
再
構
築
に
つ
い
て

答
弁：

先
般
、
南
海
ト
ラ
フ
の

巨
大
地
震
が
発
生
し
た
場
合
の

震
度
分
布
の
推
計
結
果
が
公
表

さ
れ
、
本
市
地
域
に
お
い
て

も
、
最
大
値
が
こ
れ
ま
で
の
震

度
６
弱
か
ら
６
強
に
一
段
階
上

が
り
、
想
定
さ
れ
る
被
害
へ
の

対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

う
し
た
中
、
社
会
基
盤
の
整
備

は
、
発
災
時
の
応
急
・
復
旧
対

策
上
に
お
い
て
も
特
に
重
要
で

あ
り
、
防
災
の
観
点
か
ら
も
、

現
状
を
把
握
し
、
計
画
的
に
推

進
し
て
い
る
。

　

社
会
基
盤
施
設
の
耐
震
化
・

延
命
化
に
つ
い
て
は
、
多
額
の

事
業
費
が
必
要
と
な
り
、
地
域

防
災
計
画
や
長
寿
命
化
計
画
な

ど
に
基
づ
き
、
国
の
交
付
金
な

ど
を
確
保
し
な
が
ら
順
次
整
備

し
て
い
く
。

 
質
問：

銭
湯
は
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
に
と
っ
て
憩
い
の
場
で

あ
り
、
震
災
時
に
は
救
援
拠
点

に
な
る
な
ど
、
そ
の
役
割
が
見

直
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て　

軒
２４

あ
っ
た
市
内
の
銭
湯
は
８
軒
に

減
少
し
、
老
朽
化
、
後
継
者
問

題
、
燃
料
の
高
騰
で
さ
ら
な
る

廃
業
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
福

祉
防
災
の
観
点
か
ら
存
続
で
き

る
よ
う
対
策
を
求
め
る
。

答
弁：

公
衆
浴
場
に
つ
い
て

は
、
公
衆
衛
生
の
観
点
か
ら
公

衆
浴
場
法
で
県
の
許
可
業
と
さ

れ
て
お
り
、
安
定
的
経
営
の
た

め
に
、
県
及
び
市
に
お
い
て
補

銭
湯
存
続
に
支
援
を

助
金
に
よ
る
支
援
を
行
っ
て
い

る
。

　

昨
今
の
住
宅
事
情
の
変
化
等

に
よ
り
利
用
者
は
減
少
し
て
お

り
、
安
定
し
た
経
営
状
況
を
維

持
し
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
状

態
と
な
っ
て
い
る
が
、
大
垣
市

公
衆
浴
場
組
合
と
の
防
災
協
定

の
締
結
な
ど
、
災
害
時
に
お
け

る
銭
湯
の
活
用
方
法
に
つ
い
て

調
査
研
究
し
て
い
く
。

　

現
在
、
市
内
８
か
所
の
公
衆

浴
場
に
お
い
て
、
高
齢
者
の
心

身
の
健
康
と
仲
間
づ
く
り
を
目

的
に
、　

歳
以
上
の
方
を
対
象

６５

に
、
毎
月
第
３
日
曜
日
に
無
料

開
放
し
、
平
成　

年
度
は
延
べ

２３

７
３
３
２
人
の
方
に
利
用
さ
れ

て
い
る
。
公
衆
浴
場
は
、
地
域

に
お
け
る
高
齢
者
の
方
々
の
ふ

れ
あ
い
の
場
と
し
て
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
た
め
、
今
後

も
事
業
を
継
続
し
て
い
く
。

  
質
問：

横
浜
国
立
大
学
の
名
誉

教
授
で
あ
る
宮
脇
昭
氏
が
提
唱

公衆浴場震
災
が
れ
き
処
理
に
つ
い
て

す
る
「
森
の
防
波
堤
構
想
」
は
、

東
日
本
大
震
災
で
発
生
し
た
大

量
の
が
れ
き
を
有
効
活
用
し
、

海
岸
線
の
３
０
０
㌔
㍍
に
沿
っ

て
幅
１
０
０
㍍
、
高
さ　

㍍
の

２２

防
波
堤
を
築
く
も
の
で
、
将
来

の
津
波
対
策
と
な
る
大
変
す
ば

ら
し
い
案
で
あ
る
。
こ
の
案
を

国
が
採
用
す
る
よ
う
市
と
し
て

働
き
か
け
を
行
っ
て
は
。

答
弁：

本
年
４
月
末
に
、
岩
手

県
大
槌
町
で
、
５
月
末
に
は
宮

城
県
岩
沼
市
で
実
証
実
験
と
し

て
行
わ
れ
た
『
瓦
礫
を
活
か
す

森
の
長
城
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』は
、

日
本
古
来
か
ら
あ
る
自
然
の
力

に
よ
る
防
災
・
減
災
と
災
害
廃

棄
物
の
有
効
利
用
を
あ
わ
せ
て

取
り
組
ん
だ
活
動
で
あ
る
と
承

知
し
て
い
る
が
、
盛
土
の
強
度

の
確
保
や
有
機
物
に
よ
る
メ
タ

ン
ガ
ス
の
発
生
な
ど
、
解
決
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
あ

る
と
伺
っ
て
い
る
。

　

本
市
と
し
て
は
、
災
害
廃
棄

物
の
受
け
入
れ
に
必
要
不
可
欠

な
最
終
処
分
場
の
確
保
に
引
き

続
き
努
力
し
て
い
く
。

 
質
問：

登
校
中
の
児
童
に
車
が

突
っ
込
み
死
傷
者
が
出
る
と
い

う
痛
ま
し
い
事
故
が
発
生
し
て

い
る
。
児
童
が
安
心
し
て
学
校

生
活
が
送
れ
る
よ
う
登
下
校
の

安
全
確
保
に
努
め
る
こ
と
は
極

め
て
重
要
で
あ
り
、
市
の
安
全

対
策
の
見
直
し
を
問
う
。
ま

た
、
通
学
路
の
危
険
地
帯
の
安

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

全
対
策
と
し
て
、
車
両
運
転
者

と
歩
行
者
に
注
意
を
促
す
た
め

に
路
側
線
の
内
側
を
カ
ラ
ー
舗

装
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁：

児
童
生
徒
の
通
学
中
に

起
き
た
痛
ま
し
い
事
故
を
受

け
、
各
学
校
に
対
し
て
、
通
学

路
の
安
全
確
保
の
視
点
か
ら
の

再
点
検
、
登
下
校
に
お
け
る
児

童
生
徒
安
全
対
策
の
実
施
な
ど

に
つ
い
て
徹
底
を
依
頼
し
た
。

す
で
に
各
学
校
で
は
通
学
路
の

危
険
箇
所
の
把
握
や
、
そ
れ
ら

を
活
か
し
た
安
全
マ
ッ
プ
の
作

成
な
ど
、
具
体
的
な
対
策
を
実

施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ

て
い
て
も
交
通
事
故
に
遭
う
可

能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
児
童

生
徒
が
自
分
で
身
を
守
る
交
通

安
全
教
育
や
歩
道
整
備
、
注
意

看
板
の
設
置
な
ど
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
、
今
後
も
児
童
生

徒
が
将
来
に
わ
た
っ
て
安
全
で

安
心
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
安
全
教
育
の
一

層
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

 
 

通学路の点検

　 　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や

ご
要
望
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

よ
り
よ
い
紙
面
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

委
員
長　

日
比
野　

芳
幸

副
委
員
長　

丸
山　
　

新
吾

委　
　

員　

長
谷
川
つ
よ
し

委　
　

員　

中
田　

ゆ
み
こ

委　
　

員　

富
田　
　

三
郎

委　
　

員　

田
中　
　

孝
典

委　
　

員　

小
川　
　

文
康

平
成
二
十
四
年
度

編
集
委
員
の
紹
介

③

◎ぎふ清流国体（第６７回国民体育大会）
　平成２４年９月２９日～１０月９日
水球・サッカー・軟式野球・フェンシング
柔道・ソフトボール・ビリヤード（デモ）
ファミリー綱引き（デモ）

◎ぎふ清流大会
　（第１２回全国障害者スポーツ大会）
　平成２４年１０月１３日～１０月１５日
卓球・サッカー
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功
績
を
た
た
え

　

永
年
在
職
議
員
表
彰
を
伝
達

　

去
る
６
月
４
日
、
定
例
会
の
開
会
前
に
全
国
市
議
会
議
長
会

の
永
年
在
職
議
員
表
彰
の
伝
達
が
あ
り
、
岡
本
議
長
か
ら
表
彰

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
表
彰　
　

議
員　

年
以
上　
　

林　

新
太
郎　

議
員

２５
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◆本会議・委員会の会議録が
　ご覧いただけます。
　本紙に掲載された質問・答弁等の詳しい
内容については、図書館、市政情報コー
ナー、市議会ホームページなどでご覧いた
だけます。
（発行・掲載予定８月下旬）

ホームページは  大垣市議会 検索

�

�

�

�

����������������

����������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

意見書
　第２回定例会で可決された意見書は次のとおりです。
　意見書は、国会をはじめ、内閣総理大臣及び関係各大臣に送付し、実現を要望しました。

再生可能エネルギーの導入促進に向けた環境整備を求める意見書

　２０１１年８月に成立した電気事業者による再生可能
エネルギー電気の調達に関する特別措置法が、本年
７月１日に施行される。これにより、再生可能エネ
ルギーの固定価格買取制度がスタートし、政府はこ
の３年間で集中的に利用拡大を図るとしているが、
導入促進に向けての環境整備は不十分である。
　導入に当たっての課題として、風力発電では送電
網整備の強化が急務であり、太陽光発電ではメガ
ソーラー設置の円滑な設置が可能となるよう農地法
の問題などの環境整備、さらに家庭用パネルの設置
で発生する初期費用の問題が挙げられる。また、小
水力発電導入時の手続の簡素化・迅速化なども求め
られている。
　日本の再生可能エネルギー利用は、水力発電を除
いた実績で、電力消費全体に対する使用割合が０.９％
と他国と比べておくれており、消費電力に対するエ
ネルギー源の多様化が急務となっている。
　よって、政府においては、再生可能エネルギーの
導入促進と実効性ある買取制度に向け、次のとおり
十分な環境整備を図るよう強く求める。

１．投資促進減税、省エネ・代替エネルギー減税な
どの拡充を実施し、再生可能エネルギーの導入を
促進すること。

２．買取価格・期間の設定において設定ルールを明確
化し、長期的な将来の見通しを示し、制度の予見
可能性を高めること。

３．再生可能エネルギー発電事業に係る規制改革を
確実に実施するとともに、進捗状況の管理のため
の独立機関等を設置すること。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提
出する。

　　　平成２４年６月１５日

大　垣　市　議　会

原子力発電所の再稼働における安全性の確保を求める意見書

　昨年、発生した東日本大震災による東京電力福島
第一原子力発電所の事故は、国家の根底を揺るがし
かねない未曾有の被害をもたらした。この事故は、
我が国の存亡にも値する多大なる影響を与えてお
り、今回の事故を教訓に、二度と原子力災害を繰り
返してはならないのは国民の総意である。
　しかし、いまだ福島第一原子力発電所の事故の原
因及び実態が正確に究明されていないにもかかわら
ず、政府は原子力規制庁すら設置しない中、暫定的
な安全基準に基づき政治判断による関西電力大飯発
電所３号機及び４号機の再稼働を決定しようとして
いる。
　今回の政府の稚拙で拙速な判断は、科学的根拠が
示されず、十分に国民の理解が得られてはいない。
言うまでもなく、原子力発電所の再稼動は国民の安
全が十分に確保されるよう審議し、冷静かつ真摯に
取り組む問題である。
　今回の判断は、被害想定圏内に位置する本市には
到底容認できる段階ではなく、政府は新たな外部機
関による科学的根拠に基づく基準を早期に策定した
上で慎重に判断することが重要である。
　以上のことから、政府においては福島第一原子力
発電所事故の実態を早急に解明し、科学的根拠に基
づいた原子力発電所の安全基準を提示し、国民的理
解が得られるよう関西電力大飯発電所３号機及び４
号機を含むすべての原子力発電所の再稼働における
安全性を確保することを強く求める。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提
出する。

　　　平成２４年６月１５日

大　垣　市　議　会

※第１回市議会臨時会を５月９日に開会し、委員が次のとおり決まりました。

議　員　名会　派　名

議
会
内
統
一
会
派

幹事長　川　上　孝　浩
幹　事　日比野　芳　幸
幹　事　林　　　新太郎
幹　事　高　橋　　　滋
幹　事　岩　井　哲　二

高　畑　　　正
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〃　　　小　川　文　康
〃　　　川　上　孝　浩
〃　　　岡　田まさあき
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委 員 長　小　川　文　康
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議　会　三　役

議　　長　岡　本　敏　美
（５月９日就任）

副 議 長　石　田　　　仁
（５月９日就任）

監査委員　山　口　和　昭
（５月９日選任）

議会運営委員会（８人）会　派　名
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